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１．はじめに

コンクリートの表層部は、劣化外力に対して鉄筋を保護する機能を有し、その品質は構造物の耐久性に大

きな影響を及ぼす。このコンクリート表層部の品質を向上させるために湿潤養生を行うことは、長期的な耐

久性を確保するための重要な施工条件となる。筆者らはコンクリート構造物における湿潤養生の重要性を鑑

み、新しい養生マットの開発を行い、養生性能の確認等を行ってきたが、本編ではその１に引続き、湿潤養

生がコンクリート供試体の音速、中性化および塩分浸透に与える効果ついて述べる。

２．養生方法

その１に記載した 種類の養生材料（Ａ、Ｂ、Ｃ）による湿潤養生、水中養生（Ｄ）および無養生（Ｅ）3

とした。

３．供試体の配合

その１に記載した 、 、 の 水準の配合とした。W/C=45 55 65% 3

４．コンクリート供試体の音速測定

４．１ 供試体形状・養生および音速測定方法

供試体の形状は × × の立方体とし、湿潤300 300 300mm

養生を行う 供試体については材齢 日の型枠脱型後直ちに3 2

側面の養生を開始した。水中養生を行う供試体以外は上面4

をポリエチレンフィルムで密閉し、底面に型枠を存置するこ

とによって側面以外からの水分の逸散を防止した。この供試

体にＡ～Ｅまでの養生方法を用いて湿潤養生等を施したコン

、クリート供試体を養生終了後 時間同一条件で湿潤養生し48

含水調整した後、供試体中を伝播する超音波パルスの速度を

計測した。

図－１ 音速測定結果４．２ 音速測定結果

音速測定結果を図－１に示す。図より音速は に対するW/C

依存性が高いが養生方法による差も顕著で、無養生の場合水中養生の約 の速度である。これに対し養生90%

材料を用いて湿潤養生を行った場合は水中養生の場合の約 の音速になったが養生材料による差は殆ど生95%

じていなかった。

音速はコンクリートの密実さと相関関係があり、測定結果は養生材料による湿潤養生によってコンクリート

の水和反応が進み組織が密実になったことを示している。

５．促進中性化試験

５．１ 供試体形状および養生方法

、 、供試体の形状は × × とし 供試体の端面 × を除いた 面に各養生材料を施し100 100 400mm 100 100mm 4
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端面はエポキシ樹脂でシールした。養生期間は各養生方法

とも材齢 日までとし、養生期間終了後 時間の含水調整28 48

を行い中性化促進試験に供した。

５．２ 促進中性化試験方法

（ ） 「 （ ）」社 日本建築学会 高耐久コンクリート設計指針 案

付 促進中性化試験方法に従い、 濃度 、温度 ℃、1. CO 5% 202

相対湿度 の促進養生槽に 週静置し、中性化を促60%R.H. 10

進した。促進中性化終了後、割裂した供試体断面に フェ1%

ノールフタレインエタノール溶液を噴霧し、呈色反応範囲

より供試体表面からの中性化深さを求めた。

５．３ 促進中性化試験結果

促進中性化試験結果を図－２に示す。図より中性化深さも 図－２ 促進中性化試験結果

W/C W/C=45% W/C=に対する依存性が高く、 の場合に比べて

の場合は ～ 倍、 の場合は ～ 倍中性化が進んだ。特に で湿潤養生を行55% 2.2 7.3 W/C=65% 3.4 17.8 W/C=45%

った場合は中性化深さはいずれも 以下で小さく耐久性に優れたコンクリートになっているのに対し、1.8cm

無養生の場合の中性化深さは で耐久性に劣る。養生方法別の中性化深さの差も比較的大きく、 が8.2cm W/C

大きくなるほど養生方法による差が顕著になった。無養生の場合、いずれの においても中性化深さはW/C

大きく、各湿潤養生を行った場合の 倍以上である。養生材料Ｂ、Ｃを用いて湿潤養生を行った場合、中1.4

性化抑制効果が大きく、水中養生に近い養生効果が得られることがわかった。

６．塩分浸透試験

６．１ 供試体形状および養生方法

供試体の形状および養生方法は中性化促進試験と同様である。

６．２ 塩分浸透試験方法

塩分濃度 （ 換算 、温度 ℃の塩水に 日間浸漬3% NaCl 20 7）

20 60%R.H. 7し、その後温度 ℃、相対湿度 の恒温恒湿室に

日間保存する操作を サイクルとして、 サイクルまで塩分1 5

0.1%を浸透させた 塩分浸透終了後 割裂した供試体断面に。 、

フルオレッセインナトリウム水溶液および 硝酸銀水溶液2%

を噴霧し、呈色反応範囲より供試体表面からの塩分浸透深

さを求めた。

６．３ 塩分浸透試験結果

塩分浸透試験結果を図－３に示す。図より塩分浸透深さ

も に依存し、 の場合に比べて の場合 図－３ 塩分浸透試験結果W/C W/C=45% W/C=55%

は ～ 倍、 の場合は ～ 倍塩分浸透が進1.4 1.9 W/C=65% 1.8 2.9

んだ。養生方法別の塩分浸透深さの差は、 では最も深い無養生の場合でも水中養生の場合の 倍W/C=45% 1.4

の深さに留まっているが、 が大きくなるほど養生方法による差が顕著になり では、最も深いW/C W/C=65%

無養生の場合は水中養生の 倍の深さになった。養生材料Ｂ、Ｃを用いて湿潤養生を行った場合、塩分浸1.9

透抑制効果が大きく、水中養生に近い養生効果が得られることがわかった。

７ 結論

各養生材料によりコンクリート表面を湿潤養生することによって、無養生に比べて音速が速くなりコンク

リート供試体の組織が密実になることがわかった。また、中性化深さおよび塩分浸透深さとも各湿潤養生材

料を用いた養生によって、無養生に比べて浅くなることがわかり、特に養生材料Ｂ、Ｃによる養生効果が大

きかった。また、音速、中性化深さおよび塩分浸透深さとも に対する依存性が高いことがわかった。W/C
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